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自由民主党千葉市議会議員団 

 リオデジャネイロ・オリンピック視察の後、

パラグアイ共和国の首都で、千葉市の姉妹友好

都市であるアスンシオン市を訪問して参りまし

た。［８月２２日から２５日（３泊４日）］ 

 アスンシオン市へは、リオデジャネイロから

国内線でサンパウロに飛び、サンパウロ市内で

国内線空港から国際線空港へ移動して国際線に

乗り換えて行きました。 

 ２３日にアスンシオン市役所に伺い、まず

ウーゴ・ラミリス市議会議長を訪問し、３０分

ほど懇談しました。 

 議長とは、両市の議会制度のことや２０２０

年の東京オリンピック・パラリンピックなどについて懇談し、また途中から１０名位

の市議会議員たちが同席したことから、両市の選挙制度やそれぞれの議員の職業（例

えば、農場を経営としてるとかなど）について語り合いました。 

 続いてマリオ・フェレイロ市長を訪問し、やはり３０分ほど懇談しました。 

 市長は昨年１１月に初当選され、それまではテレビ番組のニュースキャスターをさ

れていた方で、大変流暢な英語を話され、アスンシオン市が現在抱えている政治課題

（交通や環境）を話され、千葉市の都市モノレール施策やごみ処理方法について尋ね

られ、アドバイスを求められました。 

パラグアイ共和国・アスンシオン市を訪問して参りました!! 

マリオ・フェレイロ アスンシオン市長と共に 

◎アスンシオン市役所訪問。 

 ２４日に在パラグアイ日本大使館を訪問し、上田善久大使と懇談しました。 

 大使との懇談の場には、今回の私の訪問を含め、千葉市とアスンシオン市の交流の

懸け橋を務めていただいているニルダ・フェデロッソ女史にも同席いただきました。 

 上田大使からはパラグアイの魅力。国民が勤勉で、若年人口が多く平均年齢が低い

こと。親日国なこと。デモやストライキがなく政情が安定している国なこと。南米の

国の中で最も将来が期待できる国であることなどをお話しいただきました。 

◎日本大使館訪問。 

上田大使ご夫妻と マリオ・フェレイロ市長と アスンシオン市議団と ウーゴ・ラミネス議長と 
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 パラグアイは南アメリカ大陸の中央南部に位

置する内陸国で亜熱帯から温帯に位置します。 

 面積は４０６，７５２Ｋ㎡（日本の約１．１

倍）。人口は約６８５万人。人口構成は白人と

先住民（グアラニー）の混血が９５％で、公用

語はスペイン語とグアラニー語。宗教は主にカ

ソリック（宗教の自由は保障されている）で、

綿花や大豆栽培、牧畜等が盛んな農業国です。 

 日本との時差は－１３時間（１０月から３月

は－１２時間）で、アメリカ東部時間（ニュー

ヨークなど）と同じゾーンに位置しています。 

 また南米諸国の中で最初（１８１１年）に独

立を果たした国です。 

 日本との関わりは南米諸国の中では遅く、移

民は１９３６年から（１９６３年まで）で、約

８千人の日本人が移住しました。 

 本年９月９日（現地時間）に秋篠宮眞子内親

◎パラグアイ共和国について 

◎アスンシオン市について 

 アスンシオン市はパラグアイの首都で、面積が１１７Ｋ㎡、人口は５２万５千人

で、１５３７年に建設された南米の都市の中では長い歴史を持ちます。 

 千葉市とは１９７０年１月１日に千葉市政施行５０周年を記念し姉妹友好都市を締

結しました。［カナダ・ノースバンクーバー市と共に最初の姉妹友好都市］ 

アスンシオン市のＨＰ 

王ご臨席のもと、パラグアイ日本人移住８０周年式典が開催されました。 

◎編集後記 

 今回のアスンシオン市訪問は、１９９５年

の松井旭市長（当時）の訪問以来２１年ぶり

ということで大変歓迎して下さいました。 

 パラグアイは南米の中で政情が安定してい

ることから経済的に大きな発展が見込まれる

国であり、アスンシオン市はその国の首都と

して活気に溢れ、今後の成長が期待できる魅

力一杯のすばらしい都市でした。 

 ただ日本から遠く、飛行機でも１日半かか

り簡単に行き来ができないことが難点で、大

変残念なことだと強く感じました。 ＨＰの和訳文 

日本の千葉市議会議員がアスン

シオンの市役所を訪問  
 

 日本の千葉市議会の川村博章議員が

アスンシオン市を訪問し、８月２３日

（火）にマリオ・フェレイロ市長が市

長室に迎えました。また、この訪問に

は、国際交流課局長のヘルマン・ラツ

ラフも参加しました。 

 ２０２０年に日本でオリンピック開

催が予定されておりますが、川村博章

議員は、千葉市議会において、オリン

ピックを推進する議員団の代表です。 

 千葉市議会の川村博章議員は、アス

ンシオン市長と建設的な懇談を行いま

した。両市の姉妹都市関係は長年続い

ているものの、これまでにない懇談と

なりました。 

 マリオ・フェレイロ市長は、今後も

姉妹都市と深い関係を継続したいと語

りました。また、アスンシオン市の交

通についても話し、今後は千葉市が助

言する可能性が出てきました。 

 最後に、４年後に開催されるオリン

ピックに向けて、日本の千葉市では、

３競技が行われ、パラグアイ人の選手

を温かく迎えるそうです。 


